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Abstract 

The purpose of this study was to ascertain the present status of the consciotisness 

toward the objects of physical education in two group students. In the one group, the 

students were usually taking exercise in a sport club (A group) and in the other 

group, the' students were hardly taking exercise except physical education class (B 

group) . 

The qtrestionnaire was distributed in Jan. to~Feb. 1984. It contained the following 

questions; 1) preservation and inrprovement of health, 2) preservation and 

improvement of physical fitness, 3) acquisition of motor skills, 4) development of 

social attitude, and 5) development of foundation for life sport activity. Respon~es 

were obtained using 5-point*scale-type selection (5-agree very well, 4-agree, 

3-neither, 2-disagree, 1-totally disagree) . ' 
The subjects were 1563 students taking regular physic'al education class at 

University of Tsukuba. Effective number of samples was 1080 (recovery rate 69 . I %) . 

In them, the number of A group was 374, and the number of B･group was 409. 

The results were summerized as follows : 

1 ) A group showed significantly larger positive response than B group in all items. 

2 ) However, A group showed the poorly positive response in the following items; (D 

levels of physical fitness, ~ understanding of practice and coaching methods for 
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　　imp・o・ementofski11s，③leade・shipi・sportactivity，④P・omotio・ofspo・t

　　acti・ityandthe1eade・ship，⑤Pa・ticipatio・ofspo・te・entsa・d⑥i・te・tio・to

　　participate　of　sport　events　in　the　future．

3）Bgroupshowedthepositiveresponseinthefo11owingitems；①understandingof

　　impo・tanceofhea1thandphysica1fitness，②understandi㎎ofmamerinsport

　　activityand③interestinsportanditspractice．

4）Bg・o・p・atu・e11yshowedhigh1ynegati・e・espo平sei・thefo11owi・gitems；①

　　practice　of　sport　for　preservation　or　improvement　of　heaIth，physica1fitness　and

　　motorski11s，②Practiceofsportsforwea1thy1ife，③Participationinsportevents

　　and　sport　activity．And；the　group　also　showed　negative　response　in　the　fo11owing

　　items；①1eve1sofphysica1fit・ess，②imp・o・em・・tofmoto・ski11safte・thest孕・t

　　of・・i・e・sity1ife，③u・de・sta・di・g・fp・acticeandcoachi・gmethodsfo・

　　imp・…m・＾tofth・・ki11・，④1・・d…hipi・・p・・t・・ti・ity・・diti・th・f・t…，⑤

　　intention　to　practice　sports　for　preservation　or　improvement　of　hea1th，physica1－

　　fitnessa・dmoto・skil1sa・d⑥i・tentiontopa・ticipatei・sporte・e・tsa・dspo・t

　　activity　group．

　　From　above　resu1ts，there　are　significant1y　differences　between　the　group　usua11y

taking　exercise　in　a　sport　c1ub　and　the　group　hard1y　taking　exercise　except　physica1

education　c1ass　on　the　present　status　of　the　consciousness　toward　the　objects　of

physica1education．So，it　is　suggested　that　the　contents　of1earning　and　the　emphasized

points　of　teaching　cou1d　be　necessary　to　be　distinguished　according　to　the　present

status　of　the　consciousness　toward　the　objects．

I　緒　言

　本研究は，昭和58年度に行われた筑波大学

体育センタ．一・プロジェクト研究「大学正課

・体育に埼ける授業効果に関する調査研究」3）

の一部，「体育目標に対する意識の現状」に

ついて研究をすすめたものである。

　58年度の研究では，体育授業の目標に対す

’る意識の現状については，全学年およびユ年

生と4午生の比較の観点から検討がすすめら

れた。その結果，全学年においては，「大学

入学後の体力の向上」，「将来におけるスポー

ツ活動の推進と指導」，「スポーツ行事への参

加」以外はほぼ良好な状態であること，．ユ年

生と4年生の比較では，「大学入学後の体力・

技能の向上」，「楽しゃる程度の技能水準のス

ポーツの保有」，「運動実践やその意図」，「ス

ポーツ活動での指導・推進」，「技能向上のた

めの練習・指導法の理解」などの多くの項目

で4年生の方が良好であること，などが明ら

カ、にされた。

　一方，昭和56年度から着手された「運動生
　　　5〕l1〕I12）
活に関チる調査」では，昭和56，58年度に調

査が実施され，学習者である学生の日常での

運動行動，正課体育へg対応およびそれらの

関係について検討されてきた。こρ一連の研

究では，特に正課体育の授業以外に何ら意図

的運動を行わないStay階層の指導のあり方

等が論じられてきた。その論点は，自己の体

力や健康の評価以外は，運動への参加動機や

阻害要因，履修希望科目やその理由，授業で

の期待内容などが主なものであった。

　しかし，Stay階層に対して，目標達成へ
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iのより効果的な授業を進めるには，Stay階

層者の目標に対する意識の現状を把握してお

くことが必要と考えられる。

　そこで，本研究では，学習者である学生を，

日常生活で積極的に運動をしている群と授業

以外にはほとんど運動を行わない消極的な群

に分け，これら2つの群が，体育の目標に照

した現状においては，どのような点が充分で

あり，またどの点が不足していると意識して

いるかを把握し，今後の正課体育授業での効

果的な指導のあり方を明らかにするための基

礎的資料をえることを目的とした。

皿　研究方法

1一調査項目

　調査項目は，体育授業の目標に関する1．健

康の保持・増進（5項目），2．体力の維持・向

上（9項目），3．運動技能の習得（8項目），4．

社会的態度や能力の育成（5項目），5．生涯体

育への基礎づくり（5項目）であった（161ぺ一

ジの調査用紙参照）。

　質問に対する回答は，5．非常によく当ては

まる，4．当てはまる，3．どちら、とも言えない，

2．あまり当てはまらない，1．まったく当ては

まらない，の5段階法によって回答させた。

　現在における日常での運動生活をみるため

に，1．体育系の課外活動団体に所属し運動し

ている，2．自由時問に，白由なやり方で運動

を楽しんでいる，3．スポーツ・デーやスポー

ツ教室などの体育的プログラムに参加して運

動している，4．正課体育の授業以外では運動

をほとんど行っていない，の4つから1つ選

択させた。．

2．調査の案施方法およびデータの処癌

　　（1）調査の実施方法

　調査対象は，筑波大学で正課体育を受講し

ている学生1年生～4年生　1563名で，抽出

は無作為に行った。

　調査は，昭和59年1月下旬から2月上旬に

実施した。回収されたサンプル数は1080（有

効回収率，69．1％）であった。その内訳は，

日常生活において運動クラブに所属して運動

している者は374，自由時問に自由に運動し

ている者は251，クラブ以外の体育的プログ

ラムに参加している者は46，授業以外ではほ

とんど運動していない者は409であった。

　（2）データの処理

　調査用紙の回答をフロッピーディスクを媒

体として筑波大学学術情報処理センターの大

型電算機（FACOM　M－200）に入力し，SPSS

プログラムパッケージにより，日常の運動生

活の状態と体育授業の目標に関する項目との

クロス集計を行った。

皿　結果および考察

図1～図6は，日常生活において授業以外の運

動活動の状態が，体育系の課外活動団体に所

属して運動している者を積極群（n：374），

そして授業以外には意図的な運動をほとんど

行っていない者を消極群（n：409）として，

各質問項目に対する応答結果を，群別の平均

値で示したものである。

　t検定の結果，すべての項目において積極

群と消極群間には1％水準で有意な差がみら

れた。

1．健康の保持・増進に関して

　図！は，健康の保持・増進に関する現在の

意識の状態についでの応答結果を群別に示し

たものである。

　積極群はすべての項目において消極群より

有意に値が高く，高い肯定度を示した。しか

し消極群は「重要性の理解」においては4．04

と高い肯定度を示したが，「方法の理解」に

おいては3．40と肯定度が低くなり，運動実践

レベルでは1．90と高い否定度を示した。また，

「将来での運動実践の意図」■においても3．12

と積極群の4．00に比べ肯定度が低い。

2．体カの維持・向上に関して

（1）体力水準

図2は体力水準に関する現在の意識の状態
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あまり

当てはまらない

　　2

どちらとも

言えない

　　3

当てはまる

　4

身体的，精神的に健康である

健康の重要性を理解している

健康の保持・増進の方法を
理解している

健康の保持・増進のために

運動実践している

将来，健康の保持・増進のた
めに運動実践する意図がある

』◎積極群 H消極群
図1　健康に関する積極群と消極群の意識の現状

あまり

当てはまらない

　　2

どちらとも

言えない

　3

当てはまる

　4

力・パワーがある

スピードがある

持久力がある

調整力がある

形態と体力のバランス
がとれている

◎→積極群 H消極群
図2　体力水準に関する積極群と消極群の意識の現状

についての応答結果を群別に示したものであ

る。

　すべての体力要素について，積極群の方が

消極群より有意に値が高く，肯定的傾向で

あったが，その肯定度は高くない。消極群は

すべてにおいて否定的であり，特に「力・パ

ワー」は2．51「スピード」は2．37，そして「持

久力」は2．48と否定度が高い。これらの結果

は，椿本らの10）「体力運動能力に関して，

C1ub階層とStay階層の間には，すべての運

動能力測定項目に顕著な差がある」という研

究結果と一致する。

（2）体力の維持・向上

　図3は体力の維持・向上に関する現在の意

識の状態についての応答結果を群別に示した

ものである。

　積極群はすべての項目において高い肯定度

を示した。消極群は「重要性の理解」では

3．69と高い肯定度を示したが，「方法の理解」

では3．13，「将来での運動実践の意図」では

3．02と肯定度が低い。そして，運動実践レベ

ルでは1．92と高い否定度を示した。
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あまり

当てはまらない

　　’2

どちらとも

言えない　　　　　　　　　1当てはまる

　　　　　　　　　　　　　　4

楽しめる程度の技能水準の
スポーツをもつ

大学入学後，運動技能が向上
した

技能向上の練習・指導法を
理解じている

技能向上のために運動実践
している

将来，技能向上のために運動
実践する意図がある

受講科目のルールや審判法を
理解している

運動の良否を判断できる

安全な運動実践の知’識や態度

が身についている

←◎積極群　　　　　H消極群
図4　運動技能に関する積極群と消極群の意識の現状

あまり

当てはまらない

　　2

どちらとも
言えない　　　　　　　　　　当てはまる

　　3　　　　　　　4

スポーツにおけるマナーを理解し，

実践できる

スポーツ活動で，協力と責任を

はたすことができる

運動集団に積極的に参加している

スポーツ活動で指導ができる

将来，スポーツ’活動で推進・指導

ができる

トー0穣極群　　　　　H消極群
図5　社会性に関する横極群と消極群の意識の現状

高い値を示し，肯定的であった。しかし，「指

導」では，3．39「将来での推進・指導」では

3114と他の項目の3．52～3．90に比べ，肯定度

は低い。消極群は「マナーの理解」では3．66，

「協力・責任」では3．34と肯定的であるが，

「運動集団への参加」では2．29，「指導では

2．49，「将来での推進・指導」では2．30と強

い否定傾向を示した。

　以上の縞果から，両群共に，』特に消極群は，

運動・スポーツ集団での活動において，3．に

おいても推察されたことであるが，能動的で

なく，受身的であると考えられる。今後，ス

ポーツ活動に受身的でなく，能動的な立場で

参加できるようにするには，推進および指導
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能力を養う必要があると考えられる。

5．生涯体育への基礎づくりに関して

　図6は，生涯体育への基礎づくりに関する

現在の意識の状態についての応答結果を群別

に示したものである。

　積極群はすべての項目において消極群より

有意に高い値であり，肯定的であった。しか

し，「体育・スポーツヘの興味・関心」では

4．19，「日常生活を豊かにするためのスポー

ツ実践」では3．88，「スポーツ観戦への嗜好」

では4．33と肯定度が高いのに対し，「スポー

ツ行事への参加」と「将来でのスポーツ行事

への参加の意図」では3．13と肯定度が低い。

　消極群は「体育・スポーツの興味・関心」

では3．53，「スポーツ観戦への嗜好」lCは

3．69の肯定的な結果を示したが，「日常生活

を豊かにするためのスポーツ実践」では2．42，

「スポーツ行事への参加」では2．15，そして

「将来でのスポーツ行事への参加の意図」で

は2．48と否定的であった。

　以上の結果から，両群とも他の項目に比べ，

「スポーツ行事への参加」に関してあまり望

ましい状態でないことがわかる。これは質問

項目が「スポーツ・デーなどのスポーツ行事

に積極的に参加する」および「その意図があ

る」であった。そのため，スポーツ行事をス

ポーツ・デーという年2回定期的に開催さ

れ，限られた種目にしか参加できないものと

イメージしたことも影響したと考えられる。

しかし，授業においてスポーツ行事への参加

の意義などの理解を深めさせ，個人的レベル

でスポーツを実践するだけでなく，集団レベ

ルでもスポーツを実践することにより，今後

のスポーツ生活をより豊かにできるように指

導する必要があると考えられる。消極群につ

いては，上記のことに加え，日常生活を豊か

にするための一手段としてのスポーツ実践の

意義を理解させるような指導が必要であろ

う。

　　　　　　　　まとめ

　日常生活において積極的に運動している者

（374名）と授業以外ではほとんど運動をし

ていない者（409名）の調査資料をもとに，

両者の体育の目標に照した意識の現状におけ

る相違を検討し，これらの対象において次の

ような結果をえた。

あまり

当てはまらない

　　2

どちらとも

言えない

　3

当てはまる

　4

体育・スポしツに輿味と関心が
ある

日常生活を豊かにするために

スポーツ実践をしている

スポーツ観戦が好きである

スポーツ行事に積極的に参加
している

将来，スポーツ行事に参加する
意図がある

・

◎田◎積極群 H消極群
図6　生涯体育に関する積極群と消極群の意識の現状
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